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5.　閉会の辞



第３６回全国大学等遺伝子研究支援施設連絡協議会総会議事要旨 

 

日時：令和２年１１月１３日（金）１３:００～１６：２５ 

場所：オンライン Web 会議（ZOOM） 

 

１．開会の辞 

定足数（正会員７４施設中５０施設以上の参加）に達していることを確認後、佐賀大学 

総合分析実験センター長 高椋氏から挨拶があり、同センター 永野氏と交代し、開会の

挨拶があった。 

議事に先立ち、当番校の佐賀大学が議事を司会進行・議長を佐賀大学 永野氏が務める

旨提案があり、了承された。（ZOOM挙手機能にて了承を確認） 

 

２．当番大学挨拶 

当番大学の佐賀大学を代表して、理事（研究・社会連携・国際担当）寺本氏から挨拶が

あった。 

 

３．議事 

議事に先立ち、司会から、本日の予定と配布資料（事前にメールにて各自印刷依頼）

の説明があった。 

また、会議の記録をとるため、録画をすることについて了承を得た。 

 

１）新規会員等の参加承認 

新規会員等の参加承認について、司会より説明があり、審議の結果、正会員として横浜

国立大学遺伝子組換え実験安全専門委員会及び川崎医科大学組換え DNA 実験安全委員会

が加入することが承認された。（ZOOM 挙手機能にて反対意見がないことを確認） 

また、暫定会員としてシスメックス株式会社実験管理委員会が加入、２０２０年度をも

ってイムラ・ジャパン株式会社が退会することが報告された。 

 

２）文部科学省施策説明 

① カルタヘナ法について 

文部科学省 研究振興局 ライフサイエンス課 生命倫理・安全対策室 専門官 寺野 

印成氏より、カルタヘナ法における以下の点に関して資料に基づき説明があった。 

 ・カルタヘナ法の概要について 

 ・研究開発段階の第一種及び第二種使用等について 

    ・拡散防止措置の大臣確認について 

    ・研究二種告示の改正について 



    ・不適切事例について 

    ・事故時の応急措置の事例について 

    ・災害発生時における拡散防止お措置に係る対応について 

   施策説明後、質疑応答が行われた。 

   佐賀大学 永野氏より、ゲノム編集で作った生物の開放系での使用はどうなっている

か。実例が存在するかという質問があり、文部科学省 寺野氏より、相談はあるが実例

はないという発言があった。 

    

② 共同利用・共同研究体制の強化・充実について 

文部科学省 研究振興局 学術機関課 研究設備係・研究支援係 係長 齋藤正明氏 

より、共同利用・共同研究体制の強化・充実における以下の点に関して資料に基づき 

説明があった。 

 ・令和３年度の概算要求について 

 ・第４期中期目標期間に向けた対応について 

 ・大学等の機器を活用したＰＣＲ検査体制の構築について 

 ・事故・災害等に関する緊急連絡について 

    

３）事業報告 

① 遺伝子組換え教育教材動画の作成 

東京大学 教育教材ＷＧ座長 三浦氏から、教材動画について説明があり、各機関の

令和３年度講習に間に合うよう、年明けの配布を予定している旨発言があった。その

後、動画が放映された。 

 

② 第４３回日本分子生物学会年会参加 

広島大学 代表幹事 田中氏から、今年度の標記学会にて遺伝子協の活動に 

ついて分子生物学会の会員の皆様にご紹介したいという趣旨で参加する旨報告があ 

り、資料に基づき説明があった。 

     

③ 第１２回遺伝子組換え実験安全研修会 

広島大学 代表幹事 田中氏から、資料に基づき説明があり、新型コロナウイルス

感染拡大の影響のため、中止になった旨報告があった。 

 

４）委員会等報告 

① 幹事会 

広島大学 代表幹事 田中氏から、資料に基づき説明があった。 

今年は、幹事については、任期満了のため５名交代する予定であり、代表幹事も定



年退職のため交代する旨報告があった。 

 

② 広報委員会 

広島大学 代表幹事 田中氏から、資料に基づき説明があった。 

③ 組換え生物等委員会 

広島大学 代表幹事 田中氏から、資料に基づき説明があった。 

④ 教育教材ワーキンググループ 

広島大学 代表幹事 田中氏から、資料に基づき説明があった。 

⑤ Gene Driveワーキンググループ 

広島大学 代表幹事 田中氏から、資料に基づき説明があった。 

⑥ 続・ゲノム編集ワーキンググループ 

広島大学 代表幹事 田中氏から、資料に基づき説明があった。 

⑦ 遺伝子組換えカビ・キノコ・コケの拡散防止措置ワーキンググループ 

広島大学 代表幹事 田中氏から、資料に基づき説明があった。 

⑧ 実験計画書書式・審査検討ワーキンググループ 

広島大学 代表幹事 田中氏から、資料に基づき説明があった。 

⑨ 将来構想ワーキンググループ 

広島大学 代表幹事 田中氏から、資料に基づき説明があった。 

 

５）決算報告 

広島大学 代表幹事 田中氏から、資料に基づき２０１９年度の決算報告書について

説明があった。 

引き続き、佐賀大学 監事 永野氏から２０１９年度決算報告書について熊本大学 

監事 荒木氏と会計監査を実施し、適切に処理されていることを確認した旨の報告があ

った。これに対し、特段の意見はなく、承認された。（ZOOM 挙手機能にて反対意見がない

ことを確認） 

広島大学 代表幹事 田中氏から、資料に基づき２０２０年度の事業年度中間報告が

あった。 

 

６）事業計画、予算案 

  広島大学 代表幹事 田中氏から、資料では２０２２年度予算案となっているが、誤り

であるため２０２１年度に修正するよう発言があった。資料に基づき２０２１年度の事

業計画、予算案について説明があった。これに対し、特段の意見はなく、承認された。（ZOOM

挙手機能にて反対意見がないことを確認） 

 

７）全国大学等遺伝子研究支援施設連絡協議会の将来構想についての提案 



  広島大学 代表幹事 田中氏から、資料に基づき説明があり、提案として挙げている事

務局の変更、会則の変更、次期役員の選任及び次期当番校については、この後、本総会で

承認を得たいという発言があった。 

   

８）事務局の変更 

理化学研究所 大学遺伝子協事務局 日高氏から、事務局変更に係る経緯及び今後の

予定について説明があった。これに対し、特段の意見はなく、承認された。（ZOOM 挙手機

能にて反対意見がないことを確認） 

 

９）会則変更 

広島大学 代表幹事 田中氏から、資料に基づき説明があり、これから遺伝子協の改革

を進めていく中で他の協議会や学会にもある会計担当幹事を置くことにより、幹事会の

機能強化、事務局との連携強化を図りたい。また、総会や安全研修会等でそれぞれ役割を

もって担当する幹事として特定任務幹事を任命したい。また、それぞれの役員の任務を第

７条に追加するという説明があった。 

これに対し、議長から Microsoft Formsによる集計データと、そこで確認ができなかっ

た施設においては、ZOOMのチャット及び音声により各施設の議決権者へ個別に確認をし、

議決権のある正会員出席数５８のうち、賛成５８票、反対０票、白票（無回答）０票 と

なり、出席正会員数の過半数を満たしていることから可決・承認された。 

 

１０）次期委員の選任 

   広島大学 代表幹事 田中氏から、資料に基づき説明があった。これに対し、特段の

意見はなく、承認された。（ZOOM挙手機能にて反対意見がないことを確認） 

 

１１）次回安全研修会 

   金沢大学 次期組換え生物等委員長 西内氏から、資料に基づき説明があった。これ

に対し、特段の意見はなく、承認された。（ZOOM挙手機能にて反対意見がないことを確

認） 

 

１２）次回当番校 

   広島大学 代表幹事 田中氏から、第３７回総会は沖縄科学技術大学院大学、第３８

回総会は理化学研究所が担当となる旨説明された。これに対し、特段の意見はなく、承

認された。（ZOOM挙手機能にて反対意見がないことを確認）その後、次回当番校である

沖縄科学技術大学院大学 田中氏から挨拶があった。 

 

１３）その他 



広島大学 代表幹事 田中氏から、４年間務めた代表幹事を解任されることが報告

され、今までの運営への協力に対し感謝の意を表された。 

 

４．その他 

１）新代表幹事挨拶 

  群馬大学 次期代表幹事 畑田氏から挨拶があった。 

 

２）その他 

  なし 

 

５．閉会の辞 

  司会より閉会の挨拶があった。 

 

以上 
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